
第１次
嘉麻市デジタル推進計画

評価方法について



第１次デジタル推進計画の構成

第１次デジタル推進計画は「くらし」、「しごと」、「ぎょうせい」の
３つのテーマを掲げ、それぞれに重点施策・アクションを定めています。
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第１次デジタル推進計画の構成
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第１次デジタル推進計画の進捗管理
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【最終的な進捗率・達成率の参考例】

50のアクションそれぞれの

目標（値）に対する

達成率を示す必要がある。

（例①）申請数が1.8倍であれば、達成率は80％
（例②）申請数が2.3倍であれば、達成率は100％

など



第１次デジタル推進計画の進捗管理
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【目標（値）に対する達成率の表記方法】

▶最終的な目標（値）に対する達成率については、目標（値）を明らかに
達成しているものに疑義は生じないが、達成していないものについて、
達成度を数値で表すには、その根拠を明確にすることには困難な状況がある。
よって、最終的な達成率については、下表のとおり表記することとする。

達成率表記

100％以上達成

90％以上～100％未満ほぼ達成

80％以上～90％未満概ね達成

60％以上～80％未満やや未達

60％未満課題あり



第１次デジタル推進計画の進捗管理
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【目標（値）に対する達成率算定の課題】

・年度ごとのタスク管理になっており、タスクの完了が、必ずしも目標（値）の
達成を示すものではない。

・同じアクションに複数の課が関係する場合もあり、各課の取組に差が生じた
場合など、目標（値）の達成率へ変換する方法を検討する必要がある。

・アクションによっては、複数のタスクが設定されており、各タスクの進捗状況を
目標（値）の達成率へ変換する方法を検討する必要がある。

・目標（値）が数値目標となっていない場合があり、達成率をどのように計るのか
課題である



第１次デジタル推進計画の最終的な進捗管理の表記事例
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R6平均
75.0％

R7平均
97.5％

R8平均
97.5％

3カ年の平均達成率
90.0％ほぼ達成

【仮定値】
HPアクセス数向上

25.0％

目標（値）
達成率は
８３．３％

概ね達成



第１次デジタル推進計画の進捗管理
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【現行の方式による進捗管理の参考例】

やることを詳細化したもの（タスク）について
年度ごとの進捗状況を管理している。
年度ごとの進捗率のため、最終的な目標達成率を
直接示すものではない。

進捗率・達成率が
分からない。



第１次デジタル推進計画の進捗管理
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【目標（値）に対する達成率算定方法】

▶第1次デジタル推進計画の達成率の算定にあたっては、
目標（値）に対する進捗率・達成率及びやること（各年度タスク）の
進捗状況（達成度）を参考に決定する。

▷目標（値）に対する達成率の算出方法
（例）目標10回に対し、8回実施した。➠達成率：80％ ※１０ページに例示

▷やること（各年度タスク）に対する達成率の算定方法
①各年度のタスクの進捗率から年度進捗率の平均値を算定し、
年度進捗率の３カ年平均値を算出する。
②令和６年度～８年度までの取り組み「総括評価」を各担当が実施。
※①、②いずれかの方法で達成率を算定 ※１２ページに例示



第１次デジタル推進計画の最終的な進捗管理の表記事例
※目標値が数値で示され、客観的に進捗率を計れる場合
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令和８年２月８日時点
マイナンバー交付率

96.0％

目標（値）を達成
進捗率・達成率は

100％

達成



第１次デジタル推進計画の最終的な進捗管理の表記事例
※目標値が数値ではなく、文章表現による場合

11

目標（値）が
「システムの検討」であり、

達成率を計り難い

R6平均
42.5％

R7平均
50.0％

R8平均
70.0％

年度ごとのタスク進捗率を
参考に算定

3カ年の平均進捗率
56.5％

課題あり
令和８年度に大きく取り組みが進んだ場
合でも３カ年平均によれば、低い進捗率

となってしまう



第１次デジタル推進計画の最終的な進捗管理の表記事例
※目標値が数値ではなく、文章表現による場合
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目標（値）が
「システムの検討」であり、

達成率を計り難い

R6平均
42.5％

R7平均
50.0％

R8平均
70.0％

年度ごとのタスク進捗率を
参考に算定

3カ年の平均進捗率 56.5％
or

総括評価 70％

70％？

令和６年度～８年度までの取り組み
「総括評価」 70％

総括評価の理由
令和6年度～7年度中は調査・研究が進まなかったが、
令和8年度においてタブレットによる実証実験を行
い、オンライン化の仕組みの評価が出来たため。



第１次デジタル推進計画の評価方法について、フローチャート
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評価を行うために参考にする進捗率

・目標（値）に対する進捗率

・各年度タスクの３ヵ年平均進捗率

・総括評価による進捗率

※目標値が数値で示され、客観的に
進捗率を計れる場合

※目標値が数値ではなく、文章表現
による場合

・目標（値）に対する進捗率
により、達成率を判断する

・総括評価による
進捗率

・各年度タスクの
３ヵ年平均進捗率

（メリット）
各年度タスクに対する進捗率の３カ年平
均をとるため客観的な評価が可能

（デメリット）
令和８年度に大きく取り組みが進んだ場
合でも３カ年平均によれば、低い進捗率
となってしまう可能性がある

（メリット）
目標（値）と各年度タスクとの相違があ
る場合でも、総括評価により適正な進捗
率に近づけることができる

（デメリット）
各年度タスクに対する進捗状況が評価に
反映されない部分が生じる



第１次デジタル推進計画の最終進捗率・達成率まとめ方（案）
▶各アクションプラン毎に、最終達成率、取組んだ内容（タスク）、
取組実施の成果、今後の課題について記載し、第１次デジタル推進計画の
報告書として取りまとめる。

概ね達成目標達成率

公式ホームページ
アクセス数25％

成果

・SNS配信方法の整理、見直し
・ホームページの構成の見直し
ホームページの構成見直しにより、市が発
信する情報が分かり易くなり、検索も容易
になった結果として、ホームページへのア
クセス数が向上した。

取り組んだ
ことや

っ
た
こ
と 見やすいホームページ構成について、検討

していくとともに、媒体単体ではなく、他
の情報発信ツール（SNS）との連携を深め
ることでもっと大きな成果があげられたの
ではないかと思う。

課題
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（取組状況の写真など）


